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【西公園 除草・清掃】

※貴所属ｸﾗﾌﾞ：東，西，南A、南B，北

2/9ｼｪﾗﾋﾞｱ横の
さざんか

山茶花 寒さの中、鮮やかな紅色
の花が映える 雪が降り積もる様子はｺﾝﾄﾗｽﾄが非常
に美しい（大嵜 哲詩 撮影）

(全紙面：敬称略）

第30０号 東山台老人クラブ連合会

連合会

2026年 ３月号

健康・友愛・奉仕の精神を基本に、高齢者社会の中で役立つ生甲斐づくりを目指す
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『2月度（2月 20日）ナシオンクラブ役員・理事会』
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サークル活動報告 【グラウンドゴルフ活動レポート】

グラウンドゴルフは、子供から高齢者まで幅広い

年齢層が安全に交流できる生涯スポーツです。

現在の部員数は１２名です。真夏の8月、真冬1月、

2月を除く毎月第２，４，５週、東山台小学校の運動

場で行っています。グランドゴルフの面白いところ

は、ホールインワン(一回でポールポストに入れるこ

と)をすると－３のご褒美があります。温かい言葉と

ホールインワン賞です。ホールインワンをすれば、

皆さんブラボーの大合唱で場を盛り上げています。

運と技術の賜物です。

いつも2ラウンド楽しみます。学校の藤棚に座って休憩します。雑談等でコミュニケーションを

取って楽しく過ごしています。家でワイワイ話すことが少なくなり、おしゃべりすることで楽し

いひと時を過ごします。今話題の孤独やフレイルの防止に役立っていますよ。

グラウンドゴルフはルール

も簡単で、体力もいりません。

1ラウンド約３００ｍ、準備な

ど加えるとゆっくり１ｋｍ歩

くことになります。誰でもす

ぐにできるスポーツです。市

労連の大会が年2回行われます。

が、私たちも参加していて、

これまで今一でしたが、次回

の大会には頑張ります。３月よ

り練習を再開しますので、グラウンドゴルフ部へいらしてください。

記：武田 勝利
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【西公園清掃活動について】
ナシオンクラブは西宮市から委託を受けて毎月第一、第三月曜日の9時から1時間西公園の清掃
活動を行っています。その収益金は各サークル部の活動費の一部として配分されています。役員
会の席で皆様の参加を呼びかけていますと、1通の LINE が私の許に来ました。その方は何年か前

までは毎回参加しておりましたが、年齢を重ねた今は参加が無理になって来ました。お役に立て

なくて申し訳ありませんと結んでありました。これを読み感謝の気持ちが一杯になりました。現

状は参加者も限られて来ています。長く続けてきた活動を出来る人が、出来る時に参加して頂き

継続して行きたいと考えています。クラブ会員及びサークル部の皆様が、都合の良い日に年に一

度でも二度でも参加して頂くよう、ご協力をお願い致します。清掃後は公園の美しさを感じ、ひ

と仕事を終えた爽快感、達成感を覚えます。

公園の清掃を続けて、美しく綺麗な西公園にしていきましょう！
ﾅｼｵﾝｸﾗﾌﾞ会長 ： 森井 重美

３月の行事予定 なじお山下整形
名塩講座（合同）

日時：３月６日(金)１０：００～

場所：塩瀬公民館

内容：邦楽への誘い

講師：西宮三曲協会

ウォーキング部

日時：３月５日(木)８：３０～

集合：JR西宮名塩駅

行先：大阪キタ界隈

担当：森井（090-3613-3560）

ハイキング部（合同）

日時：３月７日(土)１０：００～

集合：JR西宮名塩駅

行先：中山寺梅林

担当：中田（080-3823-2737）

みどりクラブパトロール

日時：３月９日(月)１４：３０～

担当：北クラブ

ポカポカまつり

日時：３月 26日(木)9 時３０～

場所：東山台小学校

腰痛―その3
今回は「腰痛のとらえ方」の後半です。腰痛の診断では先
ず骨折、腫瘍、感染などの重篤な脊椎疾患を疑う兆候がある
のか見極めることが重要です。この「危険信号」を腰痛の
「レッドフラッグ・サイン」と言います。
年齢 50歳以上
癌の既往
原因不明の体重減少
1か月以上の治療で改善しない腰痛
夜間痛や安静により改善しない腰痛
重症な神経症状（下肢の筋力低下や膀胱直腸障害）
長期間のステロイド治療
最近の尿路感染症や皮膚感染症
胸部痛
悪寒や発熱
免疫抑制状態
薬物乱用
強い外傷
高度な脊椎変形

などです。「レッドフラッグ・サイン」があり重篤な疾患の
疑いがあれば、血液検査、MRI 検査、CT 検査などを行いま
す。緊急性があれば、直ちに入院して精査します。次回から
3回「年だから仕様がない腰痛」の話題です。

（院長 山下和夫）



- 5 -

俳
句
の
部

「
薄
氷
」
と
「
節
分
」

う
す
ら
ひ

薄
氷
や
気
づ
か
ぬ
振
り
の
君
の
嘘

泰
子

鬼
や
ら
ひ

お
の己

が
心
に
豆
を
打
つ

泰
子

う
す
ら
ひ

薄
氷
に
射
す
一
筋
の
日
の
重
さ

泰
子

古
文
書
の
墨
の

か
す
れ

掠
れ
や

う
す
こ
お
り

薄
氷

春
美

泣
き
な
が
ら
鬼
に
向
か
ふ

こ児
せ
つ節
ぶ
ん
え

分
会

春
美

う
す
ら
ひ

薄
氷
に
触
る
る
や
未
知
の
音
の
し
て

春
美

張
り
つ
め
て
逢
え
ば
と
け
ゆ
く

う
す
こ
お
り

薄
氷

政
子

節
分
や
我
が
家
の
鬼
が
豆
を
ま
く

政
子

う
す
ら
ひ

薄
氷
を
幾
度
も
踏
み
し
八
十
路
か
な

政
子

食
べ
き
れ
ぬ
節
分
の
豆
夜
は
更
け
る

久
美
子

う
す
ら
ひ

薄
氷
に
似
た
る
会
話
や
若
き
人

久
美
子

し
ん
ち
ゅ
う

心
中
に
溜
ま
り
し
鬼
の

つ
い
な

追
儺
か
な

久
美
子

う
す
ご
お
り

薄
氷
残
る
真
昼
の
散
歩
道

二
枝

節
分
の
豆
は
ど
こ
か
と
孫
た
ず
ね

二
枝

凍
て
し
川
た
め
ら
ひ
が
ち
の
野
鳥
か
な

二
枝

鬼
に
泣
き
豆
に
は
し
ゃ
ぐ

こ児
せ
つ節
ぶ
ん
え

分
会

誓
子

公
園
の

う
す
ら
ひ

薄
氷
ば
し
ゃ
り
と

ち小
さ
き
靴

誓
子

節
分
の
豆
一
合
の

ゆ
く
え

行
方
か
な

誓
子

文
芸
ひ
ろ
ば

ち
ょ
こ
っ
と
俳
句

梅
一
輪

一
輪
ほ
ど
の

暖
か
さ

服
部
嵐
雪

季
語
の
「
梅
」
は
<

は
る春
つ
げ告
く
さ草

>
と
も
言
い
、
古
来
春
を
告
げ
る
花
と
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
句
は
や
っ
と
一
輪
だ
け
咲
い
た
梅
を
見
て
そ
の
一
輪
く
ら
い
の
す

な
わ
ち
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
暖
か
さ
を
感
じ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
輪
ず
つ
開

く
に
つ
れ
て
暖
か
さ
が
増
し
て
く
る
と
い
う
解
釈
が
あ
る
が
こ
れ
は
誤
解
で
あ

る
。
実
は
こ
の
句
、
冬
の
寒
梅
を
う
た
っ
た
も
の
で
、
も
と
は
冬
の
句
で
あ

る
。
し
か
し
現
在
で
は
早
春
の
句
と
み
な
さ
れ
広
く
世
の
人
々
に
知
れ
て
い

る
。

誓
子

な
ん
て
読
む
？

ど
ん
な
意
味
？

薄
氷

（
う
す
ら
ひ
、
う
す
ご
お
り
）

池
や
水
た
ま
り
に
薄
く
張
っ
た
氷
や
、
冬
に
張
っ
た
氷
が

春
に
な
っ
て
溶
け
残
っ
た
も
の
。

節
分
・
節
分
会

（
せ
つ
ぶ
ん
・
せ
つ
ぶ
ん
え
）

節
分
は
雑
節
の
一
つ
で
、
各
季
節
の
始
ま
り
の
日
（
立
春
・
立
夏
・
立

秋
・
立
冬
）
の
前
日
の
事
。

“
節
分
”
と
は
、
「
季
節
を
分
け
る
」
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。

“
節
分
会
”
は
立
春
の
前
日
に
行
わ
れ
る
伝
統
的
な
行
事
で
、
災
厄
を
払
い
一

年
の
幸
福
を
祈
る
も
の
。
こ
の
日
多
く
の
寺
院
で
豆
ま
き
が
行
わ
れ
る
。



- 6 -

みんなの広場 【歴史の重みを感ずる】

生まれ育った彦根の実家には、紋の入った羽織・袴が大事に保管されていたのが子供ながら不

思議に思ったことがあった。今思うと、紋は彦根橘だったかも知れない。羽織・袴以外に、木刀

と練習用の木やりも大事に保管されていたのだ。実父からよく聞かされた話として、先祖は彦根

藩主に仕えた足軽だったと幾度なく聞かされた。桜田門外の変で大老が暗殺された時は、江戸ま

で筵の旗を持ち抱え、馳せ参じたという話も、布団の中で幾度となく聞いた記憶が残っている。

“くすぼり”と言い回しには、ペイペイとか下

っ端、役立たずという意味があるようだ（ネット

でも記載されている）。明治になって武家が解体

されとき、井伊の殿様から“楠堀”と名乗れと厳

命されたと言い伝えられている。当時の上下の関

係は有無を言わさぬ絶対的な厳命であったと思わ

れたに違いなく、今で言うパワハラだったと認識

している。そのことを裏付ける証に一つとして、

愚生の生まれ育った屋敷水準にも残っている。

川でよく遊んだ記憶から、矢印先端の石垣が居

宅屋敷地レベルは道路面より可なり低かったので

ある。近所の他家にはない低い屋敷水準であった

のだ。このため、梅雨時には土間に青かびが生え

るほどジメジメとしていて、滑ることもあった。

ここまで低くした水準地に家を建てた（建てねばならなかった）背景を勝手な考えだが、井伊

のお殿様の圧力を受けたのではないかと類推せざるを得ません。同時に初代先祖の、溢れる心の

優しさを感じています。

一方、「役立つ人間」になれが父親の口癖であった。愚生なり、父の教えを精一杯守り実行し

てきた。

現在彦根の実家で楠堀を名乗るのは 4代目で、楠堀姓を名乗っているのは全国で 6所帯である。

記：楠堀 謙一


